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ふ
る
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と
応
援
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▲語りが始まった途端に会場となっ

た郷の家は独特の雰囲気に包まれ

ました。 

 
  

 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
   

    
 

 

９
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、
郷
の
家
で
第
３
回
ふ
る
さ
と
の
語
り
部
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
岩
手
県
遠
野
市
の
菊
池
榮
子
さ
ん
、
山
形
県
新

庄
市
の
渡
部
豊
子
さ
ん
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
小
野
寺
瑞
穂
さ
ん
の
３
人
を
お
招
き

し
た
ほ
か
、
農
民
芸
術
ふ
う
太
の
杜
代
表
の
常
田
富
士
男
さ
ん
も
参
加
し
、
語
り

部
饗
宴
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
場
の
東
北
み
ち
の
く
語
り
を
聴
こ
う
と
、
近
隣
や

県
内
外
か
ら
約
70
人
の
語
り
フ
ァ
ン
が
集
い
ま
し
た
。
昔
造
り
の
郷
の
家
の
中
で

聴
く
語
り
は
、
と
て
も
雰
囲
気
が
良
く
、
貴
重
な
時
間
が
過
ご
せ
た
様
子
で
参
加

者
は
皆
満
足
そ
う
な
様
子
で
し
た
。 

ま
た
、
２
日
目
は
地
元
や
近
隣
の
市
町
村
か
ら
語
り
の
活
動
を
し
て
い
る
人
が

集
ま
り
、
地
元
に
伝
わ
る
伝
説
な
ど
を
題
材
と
し
た
発
表
を
行
い
お
互
い
に
交
流

を
深
め
た
様
子
で
し
た
。 

ふ
る
さ
と
の
語
り
部
交
流
会 

盛
大
に
開
催

〜
東
北
み
ち
の
く
語
り
部
と
の
饗
宴
会
〜 

 

長
野
県
人
会
連
合
会
秋
季
大
会 

ふ
る
さ
と
信
州
の
つ
ど
い 

長
野
県
人
会
連
合
会
主
催
の
秋
季
大
会
「
ふ
る
さ
と
信
州
の
つ
ど
い
」
が
10
月
に
東

京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
長
野
県
人
会
会
員
約
２
千
人
の
集
会
で
す
が
、

ど
な
た
で
も
参
加
が
可
能
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会

く
だ
さ
い
。 
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

■
開 

 

日 
 

10
月
21
日
（
日
） 

催
 

■
場 

 

所 
 

東
京
・
日
比
谷
公
会
堂 

 

■
時 

 
間 

 

午
前
11
時
30
分 

開
場
／
午
後
12
時
0
分 

開
演 

3

 

■
出 

 
演 

 

水
前
寺
清
子
・
三
河
家
劇
団
・
山
本
泉 

 

■
会 

 

費 
 

４
千
円
（
弁
当
、
お
茶
、

や
げ
付
） 

お
み

 

■
募
集
人
数 

 

10
人
（
チ
ケ
ッ
ト
所
有
分
） 
夜記よも涼訪すくりお
▲９月８日、柳久保地区で行われた夜宮

の様子。 

村
内
各
地
区
で
秋
祭
り
が
始
ま
り
連
日
連

、
笛
や
太
鼓
の
音
色
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
で
す
が

う
や
く
木
島
平
村 

朝
晩
は
め
っ
き
り 

し
く
な
り
、
秋
の 

れ
を
感
じ
ら
れ
ま 

。
紅
葉
も
間
も
な 

始
ま
る
季
節
と
な 

ま
す
の
で
是
非
、 

出
か
け
く
だ
さ
い
。 

各
地
区
で
秋
祭
り
始
ま
る 


